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標題： 大量浄水設備の導入を検討 ジャカルタ特別州 乾季が長期化 水不足が深刻に 

    じゃかるた新聞 2019年10月8日 

ジャカルタ特別州が運営する水道会社「PAMJAYA」が、ダムなどの水を大量に浄水するシステムの導

入を検討していることがわかった。長期化する乾期で、同州の水不足が深刻化していることが契機

で、同社では現在、大量に発生している水道管からの漏水も防止していく。気象庁（ＢＭＫＧ）によ

ると現在、州内には、60日以上雨が降らない地域が存在。メンテン、ガンビル、クマヨランなど15の

郡が特に水不足が深刻だという。地元メディアが報じた。  

 同社のプリヤトノ・バンバン・ハルノウォ社長によると、州内の住民に供給される水道水は

年々、徐々に増加。州人口に対することしの供給率は63・４％で、昨年から３％増加した。 

 だが、今回の水不足の経験などから同社は今後、長期的に水道水の供給率を上げる方針で、ダム

や河川の水を大量に浄水加工できるろ過システム「ＳＰＡＭ」(*)を導入したい意向だ。これが実現す

ると西ジャワ州プルワカルワ県のジャティルフル・ダムでは、１秒間に４千リットルの水道水を産出

できるといい、同社は政府や地元企業と共同で事業を進める考えだ。一方、同社では水道供給量を増

やす上で、漏水についても問題視。水道管の結合部分の整備不良や水道管の破損、さらに水道管から

違法に水を引く「盗水」などを原因に、全体の水道料に対する19年の漏水率は42％にも上った。同社

は特別州政府の地方交付金（ＡＰＢＤ）を財源に来年以降、約１兆７千億ルピアを投資し、漏水防止

事業を開始。23年までに漏水率を36％、30年までにそれを26％まで下げたい考えだ。(略) 

 * Sistim Penyediaan Air Minimum：この記事では「飲料水管理システム」と訳されているが、内

容を読むと、急速ろ過方式の水道システムのようである。 
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